
                                         55

 ワ ー ズ ワ ー ス の 一 断 面

      山  田  修  治*

A Phase of William Wordsworth

       *Shuji YAMADA*

     (Received April 30,1980)

 the creed of humanism, that belief in the natu-

ral dignity of man, of which Wordsworth is per-

haps the Supreme exponent among the world's

great poets.1)

 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム に 対 す る 信 条,人 間 の 生 れ な が ら の 尊

厳 に 対 す る 信 仰,そ う し た も の に 関 し て ワ ー ズ ワ ー ス は

お そ ら く世 界 の 大 詩 人 達 の 中 で も,卓 抜 し た 最 高 の 代 表

者 で あ る。

             I

 ワ ー ズ ワ ー ス は 自 分 自 身 が 育 ん で き た 人 間 へ の 愛 を 讃

歌 と し て 表 現 し た い とい う 胎 動 を 「序 曲 」(“The Pre1-

ude”)の 中 で

  How oft high service is perform,d within,

  When all the external man is rude in Shew,

  Not like a temple rich with pomp and gold

  But a mere mountain‐Chapel such as shields

  Its simple worshippers from sun and shower.

  Of these, said I, shall be my Song;of these,

  If future years mature me for the task,

  WilI I record the praises, making Verse

  Deal boldly with substantial things, in truth

  And sanctity of passion, speak of these

  That justice may be done, obeisance paid

  Where it is due:thus haply shall I teach,

  Inspire, through unadultered ears

  Pour rapture, tenderness, and hope,2)

  人 間 の 外 面 が,ど れ ほ ど そ の 見 せ か け で は 粗 野 で あ

    っ て も,

  そ の こ こ ろ の 中 で は,ど れ ほ ど し ば し ば,敬 度 な 祈

    りが

  な されてい ることだろうか。それは,黄 金で華麗に

    飾 りたて られた

  寺 院 などとは似て も似つかず,日 ざしや縢雨などか

    ら

  質 朴 な信徒をしっか りと守 って くれる,飾 らない山

    中の教会に似てい る。

  かよ うなことを,将 来の私の詩の主題にしたい と考

    えた。

  もし将来,こ うした課題にふさわしく,成 熟できる

    な ら,

  私 は そうした讃歌 を書きしるし,韻 文に仕立てあげ

    て,

  大胆 に実質的な事柄を扱い,真 実と聖なる情熱 とに

    か けて,

  か な らずや正義が実践され,十 分の敬意が,

  しか るべき場合に払われるようにと願って,

  そ うし・たことについて語 りたいのだ。そして出来る

    ことなら,

  教 え,鼓 吹し,不 純な もののない純真な耳を通して

  注 ぎこみたいのだ,歓 喜 とやさしさと希望 とを。3)

と格調を込めて うたい,さ らに言葉を選び,"my theme

/No other than the very heart of man"4)(自 分

の主題は人問の心以外の何物で もない)と 断言している。

そして 「言葉が巧みで,教 養のある階級の人々との交際

もうまくやってゆけるような人達,雄 弁な弁舌をふるっ

ているときに,も ってい る力量が もっともよく発揮 され,

一番 もてはやされているときが,一 番調子のよいような

人達,そ うした人達には,簡 単には ききとれそうにもな

い事柄を,語 ってゆ くことこそ,私 の誇 り」5)で あ り,

さらに 「深い瞑想に適す るようにつ くられ,引 込み思案

で,言 葉のや りとりには不慣れな人達,魂 はその胸のう

ち深 くに秘め られていて,そ うした親しい交わ りの時に

その魂が呼び出されてくるような,人 当 りの優しい人達,
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そうした人たちの語る言葉は，天上のことぱにもふさわ

しく，力と思想と形象と，落ち着いたよろこぴにあふれ，一

しかもその一語一語は，彼らの魂のほんの補助役にすぎ

ないのだ」6）と付け加えている。

亙

 「序曲」の Book ㎜ は“Retrospect－Love of

Nature Leading to Love of Mankind”（「回顧一自

然への愛カ）ら人間愛へ」）とsubtit1eがつけられ，ワ

ーズワースがどのようにして人間愛に目覚め，それを培

ってきたかが，回顧して語られている。

 ワーズワースは自然の中にあって，“I a1ready had

been taught to1ove／My Fe11ow－beings，to such

habits train，d／Among the woods and moun－

tainS，”7）（すでに私は自分と同じ人間同志を愛すること

を教えられていた。森や山のなカ）にいても，私は，その

ように習性をもつように鍛えあげられていた。）と人間と

のかかわりの糸口を切り出してくれる。そして自然に語

りかけるようにして

            ，Twas thy power
That rais，d the first comp1acency in me，

And noticeab1e kind1iness of heart，

Love human to the Creature in himse1f

As he appear，d，a stranger in my path，

Before my eyes a Brother of this wor1d；

Thus first didst with those motions of de1ight

Inspire me．8）

             じつに，そなたの

ちからによるのだ，私のこころに，初めて他人に対

  する愛想のよさや，

とりわけ著しい親切さ，それに，本来ならば，路傍

  の

縁もゆかりもないような動物までも，じっと目の前

  において

眺めれば，この世の兄弟のように思われてくるもの

  だが，

そうした動物たちに対する，人間的愛をよびおこし

  てくれたのは。

そのようなものを，そなたが初めて，数々の歓びの

  仕草とともに，

私に吹き込んでくれたのだ。

と言葉を継ぐ。こ一のことはワーズワースにとって他者へ

の愛も，自然と切り離してはありえなかったということ

を教えてくれる。“Love and admiration for Nature

prepare the way for1ove and admiration of

Man．”9）

修  治

 自然が「数々の歓びの仕草とともに，私に吹き込んで

くれた」もののうちで，欠かすことのできない一つの例

として，I rememberで始まり，まだほんの子供だった

頃，ふとした機会で家から遠くへ迷い出してしまった時，

「私は，とある狭いながらも奥深い谷間のなかに，足を

進めた。と，私の頭上高く，銀色の霧を押しわけ，ぬう

．っと，見よ！犬をつれた羊飼いが姿を現わす。」ユ0）との

叙述につづいて，

               With de1ight

As b1and a1most，one Evening I behe1d，

、And at as ear1y age（the spectac1e

Is common，but by me was then first seen）

A Shepherd in the bottom of a Va1e

Towards the centre standing，11〕

       さわやかな，といってもよいような

 こころたのしさを感じながら，私は，その日の夕刻，

 しかも，’年令にしてそれほど幼い時期に（見たもの

   は

．一 ｽ凡であっても，私にとっては，その時が初めてだ

   ったのだが）

 谷間の奥の，ほぼ中央に突立っている，

 一人の羊飼いを見つめていた。

と羊飼いとの出会いが語られ乱あたかも自然の一部で

あるかのような羊飼いとの出会いであった。

 この出会いが後に，さらに意味を増すのは，詩人にと

って最初の人間愛の体験は，平和で，心地よく，のんび

りと日を通じすことがその仕事のすべてではなく，「あの

始末におえないほど激しい雪や流れ，また昔，私がもの

寂しいところに，連れもなく，いつも独りでいたときに，

あれほどもの悲しそうに吹きまくっていた，あの恐ろし

くなるような風よ。じつに，そうしたところで，冬申，

嵐に仕えている」12）のもその仕事の大切な部分である，

羊飼いに対してであったと打ち明けられる時である。

（2）

      My first human1ove，
As hath been mention，d，did inc1ine to those

Whose occupations and concerns were most

I11ustrated by Nature and adorn，d，

And Shepherds were the men who p1eas，d me

  first．■3）

               私の最初の

人間的愛を体験したのは，さきにも記したように，

その仕事もその関心も，大白然によってもっとも気

  高いものにされ，

美しくひきたてられている人達に対してであり，

羊飼いこそ，私をよろこぱせてくれた最初の人間で

  あった。

               中部工業大学紀要



ワーズワースの一断面                  57

 それは，詩人自身によってすぐあとに続く詩行で説明

されているように，Arcadian Fastnesses（アルカディ

アの城砦）の申で，Virgi1によって代表されるancient

Poet達が歌ったような，牧歌的な生活を楽しんだ人達

でもなく，ShakesPeareがthe W00d Of Ardenの中

で描き出した，甘美で清純で牧歌的な喜劇に登場したよ

うな，そういう人物達でもなかった。また祭りの日の

QueenやKingになって，共々舞踏にうち興じるよう

な人達でもなかった。さらに言えばSpenserが，例え

ば“The Shepheardes Ca1ender”の中でうたったよう

な，華やかで，明るく，のどかな人達でもなかった。14）

というのは，

            the rura1custom
And manners which it was my chance to see

In chi1dhood were severe and unadorn，d，

The un1uxuriant produce of a1ife

Intent on Iitt1e but substantia1needs，15）

                  私が

少年時代に，たまたま見る機会のあった田園の風俗

  や

習慣は，もっときびしく，まったく飾り立てなどな

  く，

じく現実的な必要以外には，ほとんど何一つかまけ

  てはいられないような，

きりつめた生活からにじみ出て，およそ賛沢などと

  は縁遠いものだった。

からである。

 少年時代に，折にふれて，こうした環境に身を置き，

人間に対して好奇に満ちた眼差しを向けることになった

詩人には，“images Of danger and distress，／And

suffering，these took deepest ho1d of me，／Man

suffering among awfu1Powers，and Forms；”■6）

（危険，悲しみ，または苦しみといったイメージ，恐るべ

き力と形象とにかこまれて，苦悩する人間，そうしたも

のが，もっとも強烈に私をとらえた）としてもごく自然な

ことであっただろう。まさに現実的な生活をしている，厳

しさや，貧しさに立ち向っている人達が，人間のあるべ

き姿として詩人の申に定着しはじめたのである。だから

      A ramb1ing Schoo1boy，thus

Have I behe1d him，without knowing why
Have fe1t his presence in his own domain，

As of a Lord and Master；or a Power

Or Genius，un（1er Nature，under God，

Presiding；and severest so1itude

Seem，d more commanding oft when he was
  there．17）

      ぷらぶらしていた小学生の頃，

私がそうした羊飼いを見つめたとき，その理由はわ

  からなかったけれども，

自分の領土にいる彼の存在に，なにか王侯のような，

支配者のようなものを感じたのだ。あるいは，世界

  を

統轄したもう大白然についで，神についで，一種の

  神性，

守り神のような感じを受けたのだ。どんなに厳しい

  孤独感も，

彼がそこに居ることによって，しばしば，さらにひ

  ときわ

威厳を増してくるのだった。

 羊飼いを見つめることによって，はっきりと人間への

意識を培養しはじめた少年の日の詩人は，その後の詩行

の中で，「夕陽の深い輝きを浴びて，拝みたくなるよう

な美しさだった」羊飼いや，「孤高で，崇高なものとし

て」「シャルトルーズ18）のとある尖った岩山のうえに，

礼拝の対象としてすえられた十字架のように」目に映っ

た羊飼いを通して，やがて，人間に対し

             Thus was Man

Emob1ed outward1y before mine eyes，

And thus my heart at first was introduc，d

To an unconscious1ove and reverence

Of human Nature；hence the human form
To me was1ike an index of de1ight，

Of grace and honour，power and worthiness．■9）

          こうして，人間の姿が，

私の二つの目で見すえていると，外面的にも高貴な

  ものになったのだ。

そうして私のこころに初めて，人間の本来の性質に

  対する

無意識の愛と尊敬とが芽生え，そこから

人間のすがたが，私にとって，

よろこびや，美しさや，尊さや，

力強さや，価値などの，一種の指針のようなものと

  なった。

と断言するに至るのである。そして詩人はこのように

“That Men did at the first present themse1ves／

Before my untaught eyes thus purified，／Rθmov，d，

and at a distance that was fit．”20）（人間というも

のを，最初カ）ら，私の未熟な目のまえに，これほどまで

に純化して，しかも，適度に，つかず離れずの距離をお

いて，提出してくれた）ことに対し，自然と人間を司る

神に対し，感謝をしなければならないと，喜びを示すの

である。

（3）
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 ほんの幼い少年の頃，だれでもが似たような記憶を持    あの古い昔からの人々の心の慎みぶかさ，

つのだが，家から特にたいした目的もなく，遠くへ迷い    きりっとした物腰，つつみかくさぬ素直さなどが，

出してしまうことがある。山や谷に囲まれた自然の中で   十分のこ・されていたので・田舎での学校生活全体を

育った詩人は，そうした子供らしい冒険に似た散策の途     通じて・

                            子供であろうと，大人であろうと，金持ちであるか
上で，奥深い谷間にふと足を進めていった時，霧を通し
                              らとか，
て，頭上高く，ぬっと現われたあの羊飼いとの出会いを
                            血筋が良いからといって，ひとの注目をひき，
一つの原点として（そしてなによりも重大なのは，そう
                            尊敬をうけるような人間には，ついぞ
した羊飼いに対し・驚きうるだけの眼差しをもっていた    お目にカ）かったことがなかったのは，たしかに私の

詩人の目と心なのだが）・その後折あるごとに1人間に      幸運でもあった。

対する思いをふくらませつづけていった。羊飼いに課せ    次いで，ケンブリッジに行っても，そこにはいかに

られた労働は決して易しいものではなかった。時として，     も共和国らしい特質が，

少年の目には厳しすぎるほどに映るものだった。それに    はっきり打ち出されていて・そのことは私が

加え，少年が目にした田園の風俗や習慣は，決して飾り    あの大学生活に負うている数々の恩恵のうちでも・

                            決して意味の少ないものではなかった。ここでは全
たてるようなことはなく，田園地方らしく素朴であり，
                              部の学生が，
贅沢などということとは全く縁遠いものだった。こうし
                            すべて平等の地位にあり，そのため特待生も
だ環境が，詩人の人間に対するイメージ形成に少なから
                            裕福な自費生もまるでひとつの共同体の中にいるよ
ず影饗を及ぼしたのは当然のことであった。「危険や・悲      うに

しみ・苦しみといったイメージを伴い，苦悩する人間」    互いに信頼しあう兄弟であった。さらに良いことに

の姿が詩人の少年時代の心に強く焼き付けられていった     は，ここにおいては，

ことは，その後の詩人の人間観に消しえない痕跡となっ    入学してくるすべての学生は，頭角をあらわすこと

て留まり，所あるごとに頭をもたげることになった。      は自由にできたし・

 Book Wも終りに近づいた1L842－3では，・In the   財産も身分も・ここでは・持って生まれた才能や

                            勤勉に努力してえられた栄冠に較べれば，問題にな
tender scenes／Chief1y was my de1ight”（心の温ま
                              らなかった。
る情景をとくに私は好んだ）と静かに深くなった心の成

長を吐露する詩人は，B00klXにおいて，
                           と述懐するのである。こうしてワーズワースは少年の頃

                           より，幸運に支えられ，ほとんど無意識のうちに，22）ワ
    bom in a poor District，and which yet
  Retaineth more of ancient home1iness，     一ズワース独自の人間観を形成，深化させていったので

  Mamers erect，and frank simp1icity，      ある。

  Than any other nook of Eng1ish Land，

  It was my fortune scarce1y to have seen                 皿

  Through the who1e tenor of my Schoo1－day
    time                    「自然への愛から人間への愛」をも感得するに至った詩

  The face of one，who，whether Boy or Man，  人は，人間としての道義感から“the govemment of

  Was vested with attentiOn o「「esPect     equa1rights／And individua1worth”23）（平等の権

  Through c1aims of wea1th or b1ood；nor was
                          利と個人の価値とを重んじる政治）に対して当然のよう
    it1eaSt
  Of many debts which afterwards I owed    に賛意を示し，フランス革命に感激し，自由・平等・博

  To Cambridge，and an academic1ife      愛のために戦うことになるのだが，革命という，正に人

  That something the「e was ho1den uP tO view  間その事の問題に関し，計らずも，“Sick，wearied out

  Of a Repub1ic，where a11stood thus far
                          with contrarieties／Yie1ded up mora1questions in
  Upon equa1ground，that they were brothers a11
  In honour，as in one communit篶        despair”24）（矛盾撞着に苦悩し，疲れ果て，絶望のう

  Scho1ars and Gent1emen，where，furthermore，  ちに，道徳の問題を放棄してしまった）という結末を背

  DistinctiOn1ayOPentOa11thatcame・    負うことになってしまった。
  And wea1th and tit1es were in1ess esteem
                           Co1eridgeとの共同によって1798年世に間われた
  Than ta1ents and successfu1industry．21）
                          “Lyrica1Ba11ads”は，French RevO1utiOn以後の絶

    私は貧しい地方に生まれ，しかしその地方には， 望と孤独と放浪の精神的危機を経緯し・回復した・フー

  イギリスのどんな片田舎よりも，さらに，     ズワースの“the sti11，sad music Of humanity”25）（人

                        （4）               中部工業大学紀要
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間の静かな，悲しい音楽）を基底にした詩集となった。

そこでは“Preface”to“Lyrica1Banads”に示されて

いるように，“cOmmon1ife”（平凡な生活）から，“as

far as was possib1e，in a se1ection of1anguage

rea11y used by men”（できうるカ）ぎり，人間によって

実際に用いられている言葉を精選し），“10w and rustic

1ife was genera11y chOsen”26）（一般に卑しい田舎の

生活が選ばれ），幼・少年時代，そして青年時代を通じ

て，培われ育まれてきたワーズワースの人間への姿勢

が，弱い者や裏切られた者に対する深い同情，世界から

見捨て去られナこ老人，無垢である子供達，そして耐え続

けている者達のいくつもの姿を通して，並々ならぬ思い

を込めてうたいあげられている。

 まず1795年に書かれ，ユ798年の“Lyrica1Ba11ads”に

収められた“Lines1eft upon a seat in a Yew－tree”

には，ワーズワースの生命あるものに対する凛とした愛

が示されている。いちいの木の木陰に憩う旅人に向っ

て，“If Thou be one whose heart the ho1y forms

／Of yomg imagination have kept pure，”（もし

君の心が，青年の想像力が描く神聖な姿によって，まだ

純粋さを失わないでいるならば）

     he who fee1s contempt

For any1iving thing，hath facu1ties

Which he has never used；that thought with

  him
Is in its infancy．The man whose eye

Is ever on himse1f doth1ook on one，

The1east of Nature’s works，one who might

  rnOVe
The wise man to that scom which wisdom

  ho1ds

Un1awfu1，ever．27）

生命あるどんなものにでも侮蔑を感ずる人は，

まだ一度も使ったことのない機能を持っているこ一

  と，

その人の思想はいまだに幼年期を脱けていないのだ

  と㌧・うことを。

いつも自分自身をのみ見ている人は，

自然の作ったものの中でも最も小さい人，

賢明な人を，叡知が常に不法と見なす，

あの軽蔑に追いやる人なのだ。

ということを知りなさいと，生命あるものを侮蔑しては

いけない，生命あるものを尊び恋しまねばならないとい

う戒めが語られている。

 “The Mad Mother”では，夫に見捨てられた女の悲

しみとその子に寄せる母としての愛がうたわれる。女は

59

その悲しみのために，人目には気が狂ってしまったと見

えるほどであるが，やがていつまでもただ悲しみに打ち

沈んでばかりはいられないことに気づく。“To thee I

know too much I owe”28）（坊やがどんなに私のため

になっているか私にはよくわかっている。）“Oh joy for

me that sight to see！”29）（坊やを見るのがうれしく

てうれしくて。）だから，さあ

Suck，1itt1e Babe，oh suck again！

It coo1s my b1ood；it coo1s my brain；

Thy1ips I fee1them，Baby！they
Draw from my heart the pain awar

Oh！press me with thy1itt1e hand；

It1oosens something at狐y chest；30〕

お乳をおのみ，坊や，もっとお飲み。

それは私の血をさまし，頭をさましてくれる。

坊やの唇がさわると，その唇が

胸のいたみを吸い出してくれる。

おう，その小さな手で押して頂戴。

それが胸のつかえをかるくしてくれる。

“Thou art thy Mother’s on1y joy”3■）（坊やはお母

さんの唯一つのよろこび。）だから“for thee／Bo1d as

a1ion I wi11be；／And I wi11a1ways be thy guide，

／Through ho11ow snows and rivers wide．”32）（私は

坊やのため，獅子のように大胆になろう。雪の野や広い

河をわたっていつも坊やの道しるべになろう。）だから

Dread not their taunts，my1ittie1ife！

I am thy Father，s wedded Wife；

And undemeath the spreading tree

We two wi1口ive in honesty．

If his sweet Boy he cou1d forsake，

With me he never wou1d have stayed：

From him no harm my Babe can take，

But he，poor Man！is wretched made，
And every day we two wi11pray

For him that，s gone and－far away．33）

ひとのあざけりを，坊や，恐れることはない。

私は坊やのお父さんの正規の妻。

枝をひろげた樹の下で

二人でまっとうな暮しを立てて行こう。

わが子を棄ててかえりみない父親が

私と一緒にくらせる筈がない。

この子が迷惑をうけるおそれはなくなったが，

あの人も気の毒な性根の人。

毎日二人でお祈りをささげよう

遠くへ去ったあの人のために。

（5）
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夫に見捨てられた悲しみを越えて，母と子はその絆をそ

れだけ一層強く確めて，末長く生きていこうと結ぶ。こ

のように悲しさを耐えて，“We two wi111ive in hon－

eSty”といった態度で，生きぬこ一うとする姿は，ワーズ

ワースの人間観の一つの特質である。

 “The Comp1aint of a Forsaken Indian Woman”

は“Lyrica1Ba11ads”の第二版に収められた作品であ

る。旅の途中で，病気になってしまったインディアンの

女性が，仲間と一緒に旅をつづけることができなくなっ

てしまい，とうとう置き去りにされたあと，もう明日に

も差し迫ってきた死を予感しながら，不安にかられ，独

り夜の暗の中に横たわっている時，自分から引き離され

ていってしまった幼い子供に対する，断ち切り難い情愛

が，独白の形を取りながら，彼女の心に尾を引くように

沸き上がってくる様がうたわれている。

 母と子の愛情を，しかも見捨て去られた母親の子に対

する愛情をうたうことは，ワーズワースにとっては避け

て通れない大切なテーマであった。“The Thom”に見

られるように，二十二年前，結婚を約束し，その式の日

取りまで決め，そしてなによりもお腹には尊ぶべき新し

い命が身籠られていたにもかかわらず，やがては夫たる

べきStθphen Hi11の裏切りにあったMartba Rayは，

彼が他の女性と結婚したその日以来発狂した。そしてそ

の六ケ月後から，とある山頂の“nOt higher than a

tw0－year’s chi1d”34）（高さは二才の幼児にもおよばな

い），“this aged thOm”35）（この年老いた茨の木）の

ある塚（“Thisbeapofearth．．．＿／Is1ikeaninfant’s

graVe in SiZe．”）36）に，二十二年たった今もなお，夜

といわず星といわず，足を運び続けるMartha Rayの

姿は，ワーズワースにとってはやはり重要な人間像であ

った。「一枚の葉も一本のとげも持たず，カを合わせて

地面に引きずり倒そうとする苔に耐えながら，じっと石

のように立っている年老いた茨はそういう彼女の姿を象

徴するものであったろう」37）とは至言である。

 “We are Seven”では，八つになるかわいい田舎娘

（aIittIe cottageGir1）が，Goodrich Cast1eのあた

りで詩人に出会い，兄弟は何人いるのと間われて，皆ん

なで七人と答える。それで皆さんどちらにいらっしやる

のと，さらに間われて，二人はConwayに，それから

二人は船乗り，そして“TwO of us in the church－yard

1ie”38）（あとの二人はお墓でねているの）と答える。常

識という物指で判断することを身につけてしまった大人

は，“If two are in the church－yard1aid，／Then you

are on1y five．”39）（もし二人がお墓にねむっているの

なら あなたたちは五人だけでしょ）と正そうとする。

すると

修  治

‘Their graves are green，they may be seen，，

The1itt1e Maid repIied，

’Twe1ve steps or more from my mother，s door，

And they are side by side．

‘My stockings there I often knit，

My kerchief there I hem；

And there upon the ground I sit，

And sing a song to them．

‘And often after sun－set，Sir，

When it is1ight and fair，

I take my1itt1e porringer，

And eat my supPer there．40）

「二人のお墓は緑色よ，ちやんと見えてるわ。」

その子は答えるのでした。

「お母さんのすまいから十二歩ほどのところに

ならんでねているの。

わたしそこでよく靴下を編んだり

ハンカチのふちどりをしたりするの。

そして地面にすわって

二人に歌をきかしてあげるの。

日が暮れても

そとがまだ明るくってきれいだと

私よくお粥碗をもち出して

そこでお夕飯をたべるの。

とゆずらない。ここには人間への優しい一体感が何度も

何度もかわいい田舎娘によって繰り返される。11．1－4

の“A simp1e chi1d，dear brother Jim，／That1ight1y

draws its breath，／And fee1s its1ife in every1imb，

／What shou1d it know of death？”（のびのびと息づ

き，手足の隅々に生気のみなぎる無邪気な子供子供に

死などどうしてわかろう。）というfirst stanzaには，幼

い日のワーズワースの人間認識（“NOtb－ing wae mOre

difficu1t for me in chi1dhood than to admit the

notion of death as a state apP1icab1e to my own

being．”）41）が投影されているように思われる。

 子供と同様に，“medd1inginte11ect”42）にmisshaPe

されるこ一とのない“The IdiOt BOy”（白痴の少年）を

扱うことによって，かけられた期待にも答えられず，フ

クロウとニワトリ，月と太陽の区別さえつけられなくて，

“The cocks did crow to－whoo，to－whoo，／And the

Sun did shine so co1d．”43）（ニワトリたちがトゥフー，

トゥフーとないていたよ。そしてお目さまがとってもつ

めたく光っていたよ。）と答える白痴の少年の，日常性

を越えた人間の姿に対しても，さらに言えば人間だけに

とどまらない，むしろ生命あるものすべてに対してとさ
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え思われる，詩人の優しい，慈しみの眼差しが感じられ

る。作品の中でmOon，mOon1ightが多用されているが

（moon u回，moon1ight8回），tit1eの“The Idiot

BOy”となにか符合するものがあるように思われる。ワ

ーズワース白身の

 a1most extempore；not a word，I be1ieve，

 being corrected，though one stanza was

 omitted．I mention this in gratitude to

 those happy moments，for，in truth，I never

 wrote anything with so much g1ee．44）

という作品に付けられたnOteを読む時，詩人にとって，

こうした題材に対する無理のなさが伺われ，作品に表わ

れた人間への我々の密着感を増してくれる。

 人間への大きな，包み込むような眼差しは，ワーズワ

ースが人間を考える際の欠かせない対象であった，老人

の姿にも見受けられる。 “Anima1Tranqui11ity and

Decay”は，当初は“IfIreco11ectrighttheseverses

wefe an overf1owing from The O1d Cumber1and

Beggar”45）ということであった。しかし結局は独立し

た一篇となり，“Lyrica1Ba11ads”に入れられ，今日で

は“Poems Referring to the Period Oid Age”の申

に収められている。

 冒頭の二行で“The1itte hedge－row birds／That

peck a1ong the road，regard him mt．”（往来に餌を

あさる垣根の小鳥も彼を無視している。）と表現されてい

ることからわかるように，まさに自然そのものの一部と

なってしまって生きている老人が，decayしていく悲し

みを越えて，次のようにうたわれる。

He trave1s on，and in his face，his step，

His gait，is one expression：every工imb，

His1ook and bending figure，a11bespeak

A man who does not move with pain，but

  rn－OVeS

With thought．＿He is insensib1y subdued

To sett1ed quiet：he is one by whom

A11effort seems forgotten；one to whom
Long patience hath such mi1d composure given，

That patience now doth seem a thing of which

He hath no need．He is by nature1ed
To peace so perfect that the young beho1d

With envy，what the O1d Man hard1y fee1s．46）

彼はあゆみつづけるが，顔と，足どりと

身のこなしに見られる表情は同じだ。

手足も，目付きも，かがんだ姿勢も

すべてが，苦痛を覚えないで，何かを思いつめなが

  ら動く人を語っている。

6ユ

後は無意識に自分を抑えて

落着いた，静かなもの。しになっている。

彼は一切の努力を忘れ去った人のよう

久しきにわたる忍耐が穏やかな落着きを生み出し

そのために忍耐も今や必要でなくなった人のように

  見える。

彼は自然の導きでまったき平和に達し

そのため，若者らは羨望のまなこで

当の老人が殆んど気付かないものを見るのだ。

“A man who does not move with pain，but moves

／With thOught”という行には，物に動じさせられる

ことのない，静かな強さが地についている。「久しきに

わたる忍耐が穏やかな落着きを生み出し，そのために忍

耐も今や必要でなくなった人のように見える。」そして

「若者らは羨望のまなこで，当の老人が殆んど気付かな

いものを見るのだ。」この老人のもつ静けさの背後に潜

む衰えを，決して悲観するだけではなく，むしろその姿

に至るまでの久しきにわたる忍耐を背負い通したこの老

人への，静かな肯定が感じとられてくる。十四行の詩行

の中に，二度までもpatienceという言葉が用いられて

いることにも注目したい。

 老人を通しての人間への思いは，“Lyrica1Ba11ads”

以後に書かれた“ResO1utiOn and Indepθndence”（Co－

mposed1802）ではさらに顕著に示される。この詩に関

し，ワーズワースがI．Fenwickに語った所によると，

ここに登場する老人（Leech－gatherer）は実在した人で

あったことがわかる。“This o1d man I血et a few

hmdred yards from my cottage at Town－End，

Grasmere；and the account of him is taken from

his Own mOuth．”47）そしてその間の事情については

“Jouma1s Of DOrothy WOrdswOrth”にさらに詳しく

記述されている。48）

 この詩はその内容の持つ重さに比較し，極めて簡潔な

表現で綴られていることがまず強く心に残る。「吼えた

けるような風，滝のような大雨」の一夜が明けて，人も

自然も晴朗さの序曲を呼吸しているような朝である。

There was a roaring in the wind a11night；

The rain came heavi1y and fe11in f1oods；

But now the sun is rising ca1m and bright；

The birds are singing in the distant woods；

Over his own sweet voice the Stock－dove

  broods；

The Jay makes answer as the Magpie chatters；

And a11the air is fi11ed with pleasant noise

  Of WaterS．

A11things that1ove the sm are out of doors；

The sky rejoices in the moming’s birth；49）

（7）
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 風が終夜吼えたけり

 大雨が滝のように降りそそいだ。

 しかしいま日は静かに，明るく昇っている。

 遠くの森で鳥がさえずっている。

 野嶋は自分のほれぼれする声に耳をすまし

 鵠がおしゃべりをし，かけすが答えている。

 そして大気はこころよい水音に充ちている。

陽光を愛するものはみな戸外に出ている。

空は朝の誕生を喜んでいる。

田  修

「そのとき私は沼地を旅していた。」50）輝くような自然の

申を，心満ちたりて触りさまよい歩くことは，「序曲」に

もよくみられるように，ワーズワースにとっては，詩的

創造へのかけがえのない体験であった。5ユ）“The pユeas－

ant season did my heart emp工。y：／My o1d remem－

brance went from me who11y；／And a11the ways

of men，so vain and me1ancho1y．”52）（このこころよ

い季節が私の心をみたした。空しい，憂欝な，人の世の

あらゆる営みとともに 古い思い出は完全に忘れ去られ

た。）’ Kいであった。至福への最中にあった。しかしこ

の時詩人は，実在の奥底にいつも必ず潜んでいた陰の部

分への果てしない不安をふと予感し，意識をもつ者とし

て，とめどない寂しさに沈むのだった。

But，as it sometimes chanceth，from the might

Of joy in minds that can no futher go，

As high as we have mounted in de1ight

In our dejection do we sink as1ow；

To me that moming did it happen so；

And fears and fancies thick upon me came；

Dim sadness＿and b1ind thoughts，工knew
  not，nor cou1d name．53）

しかし，よくあることだが

登りつめた極度の喜びから

喜びの達した高さだけ，それだけ深く

落胆の底に沈むことがある。

その朝の私がそれであった。

恐れ，妄想，漠たる悲哀，言い知れぬ盲目の思いが

ひしひしと私に押し寄せて来た。

「孤独と，心痛と，苦難と，貧困の，また別の日が訪れ

るかも知れ」54）ないと，詩人は心を重く塞ぐのだった。

そんな重い気持で，沼地の旅を続けていた，そんな折に，

「それは格別の恩寵によるのか」それとも「天の導き」

によるのか，いずれにせよ「この淋しい場所でこのよう

ないやな考えと闘っていたとき」55）

 治

Beside a poo1bare to the eye of heaven

I saw a Man before me unawares：

The o1dest man he seemed that ever wore

  grey hairs．56）

      not a11a1ive nor dead，

Nor a11as1eep＿in his extreme o1d age：

His body was bent doub1e，feet and head

Coming together inユife，s pi1grimage；

As if some dire constraint of pain，or rage

Of sickness fe1t by him in times1ong past，

A more than human weight upon his frame

  had cast．57）

しんとして日を浴びているあの池のほとりで

ふと目のまえに一人の男を見た。

それは白髪の，途方もなく年老いた人のように見え

  た。

             あまりに年老いて

生きているとも死んでいるとも眠るともつかず。

彼のからだは二重にまがり，足と頭は

長い遍歴の末に相合おうとしていた。

あたかも，苦痛のおそろしい重圧か

遠い昔にうけた病気の猛威が

人間に堪え得ない重みを彼の体躯に加えたかのよう

  に。

「やがて老人は身を動かせて 杖で池をかき延した。そ

して泥水を まるで書物でも読むように つくづくと見

つめた。」58）その時，私はその老人のかたわらに歩み寄

って，「一体どんな仕事をしておいてです。貴方には淋

しすぎる場所のようだが。」59）と問うた。すると

（8）

His words came feeb1y，from a feeb1e chest，

But each in so1emn order fo11owed each，

With something of a工。fty utterancθdrest＿

Choice word and measured phrase，above the

  reach

Of ordinary men；a state1y speech；

Such as grave Livers do in Scot1and use，

Re1igious men，who gives to God and man
  their dues．

He to1d，that to these waters he had come

To gather1eeches，being o1d and poor：

Emp工。yment hazardous and wearisome！

And he had many hardships to endure：

From pond to pond he roamed，from moor to

  m00r；
Housing，with God，s good he1p，by choice or

  chance；

And in this way he gained an honest mainte－

  nanCe．60）
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言葉は貧弱な胸から弱々しくもれて出た。

しかしどこか気高い声音によそわれて

一言一言が荘重なつながりでつづき

常人の及ばぬ洗練された語句と

節度ある言いまわしだった。堂々たる言葉だ。

神と人にまことをつくす信仰の人

スコットランドの厳かな民の用いるような言葉たつ

  た。

彼は言った，年老いて貧しいので

蛭を取るため，この池に来たのですと。

危険で根気のいる仕事だった。

彼はさまざまの困難を忍ばねばならなかった。

神の恵みで，その時まかせに宿をとりながら

池から池，沼から沼へ，彼はさまよい歩いた。

こ一うして彼は正直一途の暮らしをつづけて来た。

この老人が傍に立って語り続けているうちに，「その声は

私に殆んど聞きとれない 流れの音のようになり，一語

一語のけじめもつかなくなった。」6■）そして「命も縮む

恐れ，叶いそうもない望み寒さ，苦痛，労苦，その他

あらゆる肉体の苦しみ，みじめな死をとげた偉大な詩人

達」62）のことがこの老人と二重合わせになるようにして

自分の心を刺してきた。「私の内心の眼“my mind’s

eye”に彼がしょっちゅう 退屈な沼のあたりを 黙々

とひとり歩いている姿が浮んできた。」63）やがてこの老

人の

             when he ended
I cou1d have1aughed myse1f to scom to find

In that decrepi仁Man so firm a mind．

“God，”said I，“be my he1p and stay secure；

I，11think of the Leech－9atherer on the1one1y

  m00r！”64）

            話が終ると

弱々しい老人にこの不抜の心を見出して

私は自分を笑いたい気になった。

「神よ，しっかり私の支えになって下さい。

私は淋しい沼地の蛭取りを思い出しましょう。」

詩人は‘this POvidentia1figure has been“sent”to

give me human strength by “apt admonish－

ment、”’65）として謙虚にこのLeech－gathererをわ

が諌めとするのだった。

 私は「楽しい思いで生涯を過してきた」66）のに，いや

そうだからこそというべきなのか，逆に「空しい，憂欝

な，人の世のあらゆる営みとともに，古い思い串は完全

に忘れ」去られ，「こころよい季節が私の心を」みたし

てくれているその最中に，どこから終いてくるのか，し

63

かし確実に，ある「恐れ，妄想，漠たる悲哀」を伴って

「言い知れない盲目の思いが」意識の深みから，ひしひ

しと押し寄せてくる。こうした不安な思いは止まる所を

知らず，やがて自分には，また別の「孤独と，心痛と，

苦難と貧困」の日が襲ってくるのではないかと，心を痛

め，重く身構えざるを得なくなる。ところが一方では，

からだが「二重にまがり，足と頭は長い遍歴の末に相合

おう」とさえしている程に，耐え働き続けてきた生涯で，

やっと恵まれてもうけた十人の子供も，そのうち九人ま

でもをすでに失い，残る一人は船乗りとなって旅に出た

が，その後どのようになったものか定かでない。67）子に

先立たれた親の悲しみは深いという。この蛭取りの老人

の悲しみはどれほどであったろうか。それを，泣いたり，

叫んだり，自失したりしているのではないのである。否，

そうではないからこそ，「むき出しの山顛に 巨大な石が

うずくまって どのようにして，どこからそこに来たか

と 見る者のすべてに不審をいだかれろことがある。そ

れは五官を具えたもののように見えるのだ 日を浴びる

ため，のこのこ這いだして張り出た岩や砂の上に休ん

でいる海獣のように。」68）そのようにこの蛭取りの老人

は見えたのである。この巨大な石への実在の不可解さ

は，この石に警えられるこの老人の辿ってきた，一つの

生命の背負った多難な宿命の不可思義さと0ver1apしあ

うものがあるように思えてくる。

 どのような仕事をしているのかと間われたこの老人

は，街うことなく，「年老いて貧しいので 蛭を取るた

め，この池に来たのです」と答え，さらに「もとはどこ

でも見つかったものですが 長い間においおい少なくな

って来ました。でもあきらめず，捜しあるいてとってい

るのです」69）と答える。その仕事は「危険で根気がいり

 さまざまな困難を忍ばねぱならなかった」が，この老

人は「正直一途な暮らし」だけは守り続けてきたのだ。

冒頭の“There was a「0a「ing in the wind a11

night；／The rain came heavi1y and fe11in f1oods；”

のあとに訪れた“now the sm is rising ca1m and

bright：” とうたわれる晴朗さは，そうした中を幸福に

満ち満ちて旅をしながら，やがては不安に沈んでいった

彼のものではなくて，むしろ幾多の苦しみを耐え凌いで

きた後の，この清朗な老人を象徴するものであったよう

に思えてくる。

 私にはこの老人は，「適切ないましめの言葉で私をカ

づけるため どこか遠いところからよこされた人のよう

に」70）思えてきた。この老人が話し終った時には，この

蛭を取る老人に，不動のreso1utiOnとindependence

の気概が嬢として感じ取られ，こんなにも老い衰えた老

（9）
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人に，こんなにもしっかりとした堅忍不抜の心のあるこ

とを見出したのだった。彼は“GOd”said I，“be my

heIp and stay secure；／I，エ1 think of the Leech－

gatherer on the1one1y moor！”と心を諌めるのだっ

た。この老人に，人間の重さ，人間性の尊さを見出した

のである。

 ドロシー・ワーズワースの1802年5月4日以降の日記

を見る時，ワーズワースのこのLeech－gathererに対す

る姿勢の並々でなかったことが伝わってくる。

May4，“Iwrote r加ZeecゐGα肋mγfor
him，which he had begun the night before，

and of which he wrote severa1stanzas in bed

this moming．”May7：“Wm fee1ing himse1f

strong，fe11to work at r尻e工eeσ局0α肋emγ；

he wrote hard at it ti11dimer time，then he

gave over， tired to death－he had finished

the poem．” May9：“Wm worked atτ伽

Zeec尻Gα肋emγ．．．I was oppressed and sick at

heart，for he wearied himse1f to death．”

Ju1y 2： “transcribed the a1terations in T乃e

工eec尻Gα舳emγ．”Ju1y4．“Wm finished Tゐe

工eec尻GαCneγeγtoday．”7■）

 「人間の外面が，どれほどその見せかけでは粗野であ

っても，そのこころの中では，どれほどしぱしぱ，敬愛

な祈りがなされていることだろうか。」彼はそういうこ

とを「将来の私の詩の主題」にしたいと考えた。そのた

めには「大胆に実質的な事柄」を扱って，そうしたこと

を語りたい。そして出来ることなら，そうしたことを

「教え，鼓吹し，不純なもののない純真な耳を通して

注ぎこみたいのだ，歓喜とやさしさと希望とを。」72）と

「序曲」の第十二巻で人間への愛の構想をうたい明した

ワーズワースは，質朴で賛沢などとは縁遠く，自然のカ

を感じながら，懸命に生き働き耐える羊飼いとの出会い

を契機にして，「苦悩する人間」を通じ，人間への関心

の深化，人間性の崇高化を経て，しっかりとした人間へ

の愛を自分自身のものとした。そしてケンブリッジ大学

で学ぶ機会を得たという点にだけ限ってみても，まさに

選ばれた人であったワーズワースが，英雄や偉人の姿を

うたったのではなく，夫に見捨てられた女や，見捨て去

られその上に子供からも引き離されてしまい独り迫って

くる死を予感しながら耐えている女や，婚約者に裏切ら

れた女の執着等に深い同情を示し，無垢な子供達に温か

い，時には羨望の眼差しを向け，世界から見捨て去られ

独り生きる老人や，本論では扱うことができなかった羊

修  治

飼いの“Michae1”等にみられるような，極めて庶民的

な人間が，それぞれの悲しみを背負い，苦悩の申で挫け

そうになるのを堪え，悲しみが深ければ深いほど，苦悩

が重ければ重いほど，それだけ一層高らかで高潔な信念

を求めて，耐え忍んでいこうとする人間らしさのそうし

た姿を肯定し，讃美し，人間であることの重さ，尊さに

向けられた眼差しを，決して逸らしてしまうようなこと

をしなかった，そのhumanismは，ワーズワースの詩

精神を支える大きな支柱であった。

 最後に，こうして辿ってきた人間の姿には，

  was the truth received into my heart，

That under heaviest sorrow earth can bring，

Griefs bitterest of ourse1ves or of our kind，

If from the aff1iction somewhere do not grow

Honour which cou1d not e1se haveもeen，a
  faith，

An e1evation，and a sanctity，

If new strength be not given，or o1d restored

The b1ame is ours not Nature，s．73）

            私のこころのなかに

次のような真実が理解されるようになったのだ。つ

  まり，

この地上で，どれほど痛切な悲しみに会い，また，

個人的な，あるいは人間全体としての，どんな辛い

  悲しみに出会っても，

そうした苦悩をなめながらも，どこかに，もしもそ

  の苦悩がなければ，

決して得られなかったような尊厳，ひとつの信念，

高らかな心，高潔さが生まれてくるようでなけれぱ，

もしも，新しい力が与えられ，古い力が回復される

  のでなけれぱ，

それは自然の罪なのではなく，われわれ人間の責任

  なのだということが。

といった苦悩を通して，より高い人間形成へ向おうとす

る，ワーズワースの人間への信頼と期待が間違いなくそ

の後楯になっていることを見逃すことはできない。
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